
 
 
 

アンケートにより収集された取組事例

里地里山の状況 
・ 地形や植生区分別の環境要素の

特性 
・ （野生動植物や生息環境の状況）
・ （景観、伝統的生活文化の状況）

取組の内容 
・ 取組の主体や目的による取組内

容のちがい 

・ 連携協力状況 

取組の地域的な分布傾向 
・ 里地里山の立地都道府県 
・ 生物地理区分（二次林植生区分）
・ 都市との関係 

収集した取組について、アンケート項目ごと

に整理・分析、また複合的な分析を実施し、

地域での取組の傾向等を把握 

1 次集計 

里地里山の現状分析データと対応させて分析 

アンケート結果・収集データの分析及び事例調査の進め方 

課題グループ ２次集計 

保全再生のあり方・支援策の方向性の検討 

事例の詳細調査（現地調査等）及び分析 事例の詳細調査（現地調査等）及び分析 

課題グループ別
に個票を仕分け 

（事例分析 視

歴史的推移・特徴

を整理 

行政施策の整理・

分析 

文献・資料・既存データの収集・ﾋｱﾘﾝｸﾞ

各取組事例に
ついて 

個票作成 

詳細分析対象とする事例を抽出

事例分析の視点

伝統的な技術・ し

くみを分析

特徴的な施策や

取組の抽出

課題グループ別に、取組の特性、
背景について分析 
・ 対象となる里地里山の特性 
・ 地域ごとの違い 

・ 仕組みや手法の特徴 

資料２ 



（２）取組事例を分析する視点（問題意識） 

視点に沿った取組の例（既存資料より想定）

里地里山保全再生モデル事業 
日本の里地里山３０ 
田園自然再生活動コンクール ほかによる 

里地里山の自然環境の保全再生を検討していくために、現在地域で行われている取組を分析し、

抱える課題への対応を考える上で、参考になる事例を以下のような視点で抽出し、分析する。 

１ 分析の目的 
・ 里地里山が抱える、複合的に関連した以下の課題について、各地の

取組の分析を通じて、これら課題に対応するための有効な手法やし

くみを抽出し、全国で共有化し取組の効率化・展開に資する。 
（１）里地里山の野生動植物の保全・再生 

 （２）農林業の振興 
 （３）良好な景観の保全 
 （４）伝統的な生活文化の継承 

２ 必要な施策（課題）とこれに向けた分析の視点

・多様な目的の主体が連携組織を設立【福
井県越前市】 
・企業と地元ニーズをマッチさせる仕組み
を整備【京都府モデルフォレスト事業】 
・多様な農業体験・里山体験のプログラム
を整備、I ターン促進【京都府綾部市】 
・里山ボランティアを募集し養成研修、参加

しやすさを工夫【神奈川県秦野市】

・米酢原料米を有機農法の棚田で栽培し
地元醸造業者と契約【京都府宮津市】 

・地元農家の指導で炭焼き・薪の生産、販
売を復活【大阪府河南町】 
・里山放置林を整備、クヌギの炭を焼き、菊
炭（お茶炭）など販売【兵庫県川西市】

・地域住民主体でｱﾍﾞｻﾝｼｮｳｳｵの調査・保
全活動【福井県越前市】 
・ﾋｮｳﾓﾝﾓﾄﾞｷ生息地地権者と覚書を交換、
住民参加で保全活動【広島県世羅台地】 
・地権者と地元高校が協働してﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮ
ｳｳｵ産卵環境を保全【千葉県一の宮町】 

・棚田米を地域ブランド化、オーナー制な
ども活用し販売【岡山県久米南町】

・住民が里山公園の維持管理に参加、公園
を活用し総合学習を実施【熊本県氷川町】 

①農林業を軸に

した自然資源の

持続的な管理・

利用 
（生産品の経済

的価値の向上・

創出） 

● 間伐材やチップなど新たな利用

技術の開発と市場の開拓 
● 生物多様性、景観等に配慮した農

林業の促進（産品の高付加価値化）

● 里地里山イメージを活用した地

域ブランド化、オーナー制などに

よる里地里山産品の販売力強化

③社会的な認識

の向上・次世代

の教育の推進 
（環境教育、自

然体験、エコツ

ーリズムの場と

しての利用） 

● プログラム開発と指導者の養成 

● プログラムを運営・維持する体制

づくり（参加者募集、財源、ボラ

ンティアとの連携等） 
● フィールドを確保し、維持管理す

る体制の整備

②里地里山がも

つ多面的価値の

保全と発揮 

● 野生動植物やその生息地の保

全・管理（価値認識、手法確立等）

● 地域の良好な景観の保全、伝統

的生活文化の智恵や技術の継承 

目
的
か
ら
み
た
課
題

④自然資源の管

理・利用への多

様な主体の参加

促進 

● 伝統的な地域コミュニティによ

る取組の促進（担い手確保等） 
● 地元と外部の協力・連携による取

組の促進（仕組みづくり、コーデ

ィネーター育成等）

⑤資源管理・利

用手法の再評価

と新たな活用 

● 伝統的な里山管理手法の再評価

（持続可能な資源利用の観点） 
● 現代の里地里山に適用可能な持

続可能な資源管理手法の確立（省

力化・効率化等）

進
め
方
か
ら
み
た
課
題 

・笹葺き民家再生などを通じた里山管理
【京都府宮津市】 
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